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研究成果の概要（和文）：先史時代の日本では，降雨期が時代とともに変化し，土器作成や食料採取，植物栽培
などの生業に大きな影響を与えたと考えられる．本研究は，季節による植物の形態変化から，植物遺体や土器圧
痕の植物の状態が示す季節を特定し，堆積物の堆積時期や土器作成時期を推定することを目的として，最終氷期
と縄文時代の河道内堆積物の植物遺体や土器や火山噴出物の植物の印象を調べた．その結果，最終氷期最寒冷期
の堆積物からは，開花直前の雄花序や展開途上の枝条が見つかり，春季の気象イベントによる植物化石群形成が
復元された．土器や火山噴出物中の植物の印象化石も,季節推定に使えることも明らかになった．

研究成果の概要（英文）：In prehistoric Japan, change of rainy season should have impacted human 
lifestyles including pottery making, plant gathering, and plant cultivation. We aim reconstruction 
of season of plant assemblage formation and pottery making based on phenological features of plant 
remains and impressions. We studied plant remains in channel fill deposits in the last glacial stage
 and Jomon era and plant impressions in potteries and tephra. Male cone just before blooming and 
developing young shoots of conifer indicate that plant assemblage formation in spring climate events
 prevailed during the last glacial maximum. Plant impressions in potteries and tephra are also 
available for seasonal reconstructions based on plant phenology.

研究分野：植生史学

キーワード： 植物考古学　大型植物遺体　気候変動　植生史　土器圧痕
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１．研究開始当初の背景 
モンスーン気候の影響下にある日本では，
降雨の季節が時代とともに変化し，先史時代
には食料採取や植物栽培，土器作成などの生
業に大きな影響を与えたと考えられる．生業
の制限要因となった降雨期の復元法として，
申請者らは季節による植物の形態変化に着
目した．小林ほか（2009,第四紀研究 48）は
千葉県沖の島遺跡の洪水堆積物中のタブノ
キ（クスノキ科）の花や未熟果実の状態を，
現在の木の下に落ちている果実の状態の季
節変化と比較し，洪水が 5月末から 6月初旬
におきたと推定した．縄文時代早期には現在
では大雨の少ない時期に洪水が起きたこと
になり，植物遺体から降雨期（梅雨や台風）
の時代変化が復元できることを示した． 
このように，植物の状態から降雨期や生業
の時期が復元可能であるが，季節推定に利用
可能な植物の種類や，植物の状態の季節変化
についてのまとまった情報はなく，雨期の変
遷と生業との関係の研究例はない． 
 
２．研究の目的 
先史時代の日本では，降雨期が時代ととも
に変化し，土器作成や食料採取，植物栽培な
どの生業に大きな影響を与えたと考えられ
る．本研究は，季節による植物の形態変化に
着目し，植物遺体や土器圧痕の植物の状態が
示す季節を特定し，洪水による堆積物の堆積
時期や土器作成時期を推定する．そのために，
遺跡出土大型植物遺体記録や, 最終氷期最
寒冷期以降の砂質堆積物中の植物遺体，土器
圧痕資料から，植物季節が推定可能な植物を
抽出する．次に，全国の植物標本庫所蔵の植
物標本調査や野外での観察結果に基づいた
植物季節情報に基づき，洪水による堆積物の
堆積季節や土器作成季節を推定する．さらに，
国内外の最終氷期最寒冷期以降の気候変化
に関する文献資料を参照しながら，降雨期の
変化について考察する． 
なお，本研究ではこのほか，火山灰中に含
まれる植物印象化石の状態からの火山灰降
灰季節の推定と，泥炭層に含まれる植物遺体
の状態に基づく河川氾濫季節といった，植物
化石群の形成時期に関する研究を行った． 
 
３．研究の方法 
(1)砂質堆積物からの洪水季節の推定 
 最終氷期の最寒冷期の砂質堆積物からの
洪水の季節の推定を行うための試料として，
茨城県土浦市花室川(標高約 5m)の約 24,000
～20,000 年前の堆積物(Momohara et al., 
2016, Quaternary International)と，三重
県大台町薗川上流(標高約 420m)の約 25,000
～24,000 年前の堰止め湖内の砂質堆積物中
の大型植物化石群を検討した．縄文時代から

弥生時代の堆積物として，市川市北部の道免
き谷津遺跡(標高約 5m)の泥炭層ないし河道
内の泥炭質砂層の堆積物から得られた試料
(種実類・枝条)を検討した．これらの試料は，
堆積物をブロック状に採取し，水洗篩分を行
った後，篩上の残査から実体顕微鏡下で種実
類を分別・同定したものである．植物遺体の
状態を，千葉大学大学院園芸学研究科植物標
本庫（MTDO）所蔵の標本と採集記録をもとに
比較を行った． 
 
(2)土器圧痕資料からの土器作成季節の復元 
 既存公表資料や，百原が所属する土器圧痕
研究プロジェクトでの検討会で，土器圧痕と
して保存された植物の種類や状態を検討し，
土器作成季節の復元につながる植物をリス
トアップした． 
 
(3)火山灰層に含まれる植物からの降灰季節
の推定 
 火山噴出物として，異地性の可能性のある
水域堆積物ではなく，原地性の高い火山噴出
物に被われた葉化石群の資料を検討した．検
討資料は，鹿児島県指宿市橋牟礼川遺跡・敷
領遺跡の古墳時代（青コラ層）および平安時
代（紫コラ層）の開門岳噴出物中の葉の印象
化石である．橋牟礼川遺跡の資料は，指宿市
考古博物館時遊館 COCCOはしむれに保管され
ている試料を観察し，写真撮影を行った．敷
領遺跡の資料は，2010 年の指宿市教育委員会
による発掘調査と 2011 年のお茶の水女子大
学・鹿児島大学合同の葉靴調査により検出さ
れた葉印象化石で，千葉大学大学院園芸学研
究科に保存されている． 
 
(4)泥炭層中に含まれる植物遺体に基づく河
川氾濫季節の推定 
 北海道猿払川湿原群の湿原（猿払川丸山湿
原，猿払川中湿原，浅茅野西アカエゾマツ林）
で採取されたボーリング試料に含まれる植
物遺体の状態と，河川の氾濫時期や東アジア
夏季モンスーンの活動の変化との関係を検
討した． 
 
４．研究成果 
(1)洪水堆積物からの洪水季節の推定 
 河道内の砂層 
花室川および薗川の最終氷期の砂質堆積
物中の大型植物化石群は種多様性が非常に
高く，様々な植物の器官の保存状態が極めて
良い．種子や果実の多くは分解されにくいの
で，保存状態がよくても成熟してから水域に
堆積するまで時間がたっている可能性が高
く，堆積時期の推定は難しい．一方，花や未
熟果などの脆弱な器官は分解されやすく，母
植物から離脱した後にすぐに堆積物にとり



こまれないと保存されないため，大型植物化
石群が形成された季節の復元が可能である． 
花室川の大型植物化石群を検討したとこ
ろ，被子植物の花や未熟果は含まれていなか
ったが，開花直前の葯が比較的発達した状態
のマツ科の雄花序が含まれていた．それに加
え，花室川の化石群にはトウヒ属バラモミ節
の，薗川の化石群ではコメツガとトウヒの葉
がついたままの枝が含まれていた．トウヒ属
やツガ属の葉は，落枝後に離層が発達し，葉
が落脱する．したがって，葉がついた状態の
枝の化石は，木からはたき落とされてすぐに
運搬・埋積したことを示す．薗川のコメツガ
の枝化石は当年枝が着いており，当年枝の葉
の間隔は短く，葉枕には冬芽鱗片の破片が付
着し，茎頂に向かって枝の直径が小さくなり，
茎頂の芽は発達していなかった．この段階の
当年枝は，冬芽の展開後１ヶ月以内の状態で
あると考えられる． 
２地点からの開花直前の花序や，展開間も
ない当年枝の産出から，最終氷期最寒冷期は，
春季のイベントによって化石群が形成され
やすかったと考えられる．夏モンスーンの勢
力の弱い最終氷期最寒冷期には，梅雨や台風
といった夏季の洪水とは異なる時期に，化石
群が形成される気象イベントが起きていた
ことが示唆される．一方，小林ほか（2009）
の千葉県館山市沖の島遺跡の約１万年前の
イベント堆積物は，タブノキの生殖器官の状
態から，５月下旬から６月上旬にかけてのも
のだとされており，完新世には夏季の洪水が
主要な化石群形成イベントだったことを示
している． 
市川市道免き谷津遺跡の堆積物からは化
石群の形成季節を示す植物遺体は検出され
なかった． 
 
(2) 土器圧痕資料からの土器作成季節の復
元 
 土器圧痕資料は，アワや米などの穀物やマ
メ類，堅果類の果皮など，人の利用が見込ま
れる種実類が主であり，母植物から落下後に
すぐにとりこまれないと保存されない，季節
性の高い植物の器官は含まれていなかった．
今回，苗を入手することができず胞子嚢の季
節変化を明らかにすることができなかった
が，土器作成時に土器の下に敷くオオタニワ
タリの胞子嚢の状態からは，土器作成季節が
推定される可能性があり，今後の検討課題と
したい． 
 
(3)火山灰層に含まれる植物からの降灰季節
の推定 
 火山噴出記録が残っており，試料点数の多
い，AD874 年に降灰した紫コラ中の葉印象化
石を検討したところ，葉化石は火山噴出物中

に散在し，完全な葉が多い傾向があり，同じ
種の化石が同じ場所に集中して見つかった．
この産状から，葉化石群は原地性で，母植物
が埋積場所近くに生育しており，葉化石は降
灰時の生育状態を保存していると考えられ
た．降灰季節が限定できる植物遺体として，
初夏以降に葉を展開させるヌスビトハギの
完全な小葉が含まれていた．ワラビの葉が多
産しており，胞子嚢群の状態から季節推定が
可能と考えられた．ワラビの葉縁の胞子嚢群
が未発達であることと，ヌスビトハギの状態
からは，初夏から夏にかけての化石群形成が
考えられる．紫コラは AD874 年の 7月に降灰
したとされており（藤野・小林，1997．火山，
3）,矛盾はないと考えられる． 
 
(4) 泥炭層中に含まれる植物遺体に基づく
河川氾濫季節の推定 
 湿地の泥炭層の植物化石群は，泥炭が堆積
した場所に生育していた植物がそのまま堆
積して形成されたと考えられる．泥炭層は主
に植物の根で構成されており，地上部の遺体
は少なく，地上部は普段は分解されて残らな
いと考えられる．したがって，泥炭層中に保
存される種実類化石は夏季の気温の低下や，
河川の氾濫による埋積といった季節性のあ
る気象イベントの影響を受けている可能性
がある．スゲ属痩果は，普段は残りにくい果
苞に被われた状態で産出することもある．泥
炭層の詳細な年代測定をあわせて行うこと
で，河川の氾濫の頻度や夏季の気温を左右し
ている，夏季モンスーン活動の変化と植物遺
体の保存状態との関係を今後議論できる可
能性がある． 
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